
重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会の取組事例
～東温市立拝志小学校4年生が水害から身を守る行動に関する学習内容を発表～

○平成31年2月7日(木)に小中高生、大学生、専門家が重信川の環境･防災･自然等の多
岐にわたる発表を行う「第22回重信川フォーラム」を開催しました。

○東温市立拝志小学校の4年生12人が水害から身を守る行動に関する学習内容を「拝志
小防災レンジャー」に扮して、約200人の聴講者の前で発表し、会場は大いに盛り上
がりました。

【第22回重信川フォーラム発表内容】
①拝志小防災レンジャー

東温市立拝志小学校４年生
②重信川と石手川の水生生物と水質の違い

松山市立椿中学校１年生
③重信川河口部における活動報告

愛媛県立伊予農業高等学校
【伊予農希少植物群保全プロジェクトチーム】

④「SHIGENOBU」移動展について
愛媛県立松山中央高等学校写真部

⑤重信川河川環境エデュケーターの活動報告
～子供の川遊びを誘引する川の生き物～
愛媛大学大学院２回生

⑥重信川とその周辺で見られるトンボたち
NPO 森からつづく道


